




要約:外表奇形の発生状況を知り,予防および生後の対策の改善に資することを目的として,

奇形の発生頻度の地域別,年度別の調査,奇形の発生に関係する可能性のある各種の環境要

因の分析,および,奇形児の生命や機能の予後などについて調査を継続してきた。 

奇形の発生率については,指定の病院の全出生児に対する外表奇形の陽性率をみる病院ベ

ース,および,県内の出生児の一定の割合について調査する人口べ一スの両者を並行して行

なってきた。過去 3年間の変動としては,都市部における無脳症の出生率の減少があったが,

警告を出すような特定奇形の著しい増加は認められなかった。 

奇形の発生を増加させる要因を知るために,群間の比較,および,ケースコントロールスタ

ディを用いて有意な差を生ずる因子の解析を行ってきた。現在までのところ,有意に奇形を

増加させる可能性のある因子として,母体の高齢出産,喫煙,放射線照射などが指摘された。

発熱と神経管閉鎖不全,特定の食品添加物による環境変異原性の危険の増加などについて

は今後も留意すべきことと考えられる。 

奇形は新生児および乳児期の死亡率を高める因子として重要であるが,生命予後は改善し

ている。しかし,特に複合の奇形や多発性小奇形をもつ群にあっては,精神・運動機能など

の発達遅滞をともなう率が高い。したがって,健康管理や奇形に直接関係する治療とともに,

総合的な発達援助についても早い時期から立案実施する体制が必要と考えられる。 


